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子どもの尊敬と憧れを社会化する親の実践
―偏相関ネットワークによる探索的検討―

武藤世良（お茶の水女子大学）
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問題と目的

尊敬や憧れの感情は，優れた他者の追随や自己

向上を動機づけるため，子どもや青年の成長・発

達にとって重要である（ 武

藤， ）。しかし，尊敬や憧れの発達やその促進

要因を検討した研究は非常に不足している（武藤，

）。親は子どもの感情の社会化において重要な

役割を担うとされてきた（

）。本研究では，

（ ）と （ ）の親の感情の社会

化のモデルを踏まえ，社会化の実践がいかなる構

造をなし，尊敬と憧れの発達といかに関わりうる

のかをネットワーク分析により探索的に検討する

ことを目的とする。

方 法

本研究は，武藤（ ）と同時に実施された。

回答者と調査手続き

年 ～ 月に楽天リサーチ株式会社（現・

楽天インサイト）のインターネットリサーチを利

用した。小学生から高校生までの子どもを 人以

上持つ，夫婦ペアでない母親または父親を対象に，

小学 年生から高校 年生の親ができるだけ均等

に含まれるように調査会社に回収を依頼した。複

数の子どもがいる親は末子（学齢は小学生から高

校生に限定）について回答するよう教示した。有

効回答者は 名（男性 名，女性 名；平

均年齢 歳， ，レンジ： ～ 歳）

であった。回答者は尊敬条件（「誰かを尊敬する気

持ち」）か憧れ条件（「誰かに憧れる気持ち」）のど

ちらかにランダムに割り振られ，各条件で 名

が回答した。

調査内容

回答者は尊敬か憧れの感情のどちらか一方のみ

について，（ ）親の感情知覚，（ ）子どもの

感情に対する親の反応，（ ）感情についての親子

の話し合い，（ ）親自身の感情表出，（ ）子ども

が過ごす状況・場面の親の選択，（ ）親の理想の

伝達，（ ）親の感情の被教育経験に関して回答し

た。（ ）～（ ）では量的側面（頻度）と質的側面

（具体的内容の自由記述）の双方を尋ねたが，本

研究では量的側面のみ検討した。（ ）～（ ）では

「 全くない」～「 とてもよくある」，（ ）で

は「 全くなかった」～「 とてもよくあった」

の 件法を用いた。

結果と考察

（ ）の偏相関ネットワーク

（ ）により分析し

た結果（ポリコリック相関， 法）を

に示す。尊敬条件と憧れ条件でネットワーク構

造がほぼ共通しており，親の反応（ ）や親子の

話し合い（ ），親自身の感情表出（ ）が親の

感情知覚（ ）と直接的・間接的に関連していた。

このことは， （ ）と整合し，

こうした親の社会化実践が他の感情と同様に，尊

敬や憧れの発達と関連することを示唆した。一方

で，尊敬条件と憧れ条件でネットワークの構造や

強度が異なる部分もあった。例えば，状況・場面

の親の選択（ ）は，尊敬条件では親の他の社会

化実践（ ）を通して感情知覚（ ）に間接

的に関連する可能性が示されたが，憧れ条件では

直接的にも関連していた。偏相関ネットワークは

予測的な媒介関係や潜在的な因果関係の存在を示

唆する上で有用である（ ）。

したがって，今後，本分析や自由記述の分析を基

に，尊敬と憧れの社会化に特徴的な親の実践や，

それらの媒介関係や因果関係の議論や検証を進め

ることが望まれる。

感情の社会化の偏相関ネットワーク
注）左が尊敬条件，右が憧れ条件。 ：親の感情知覚，

：子どもの感情に対する親の反応， ：感情について

の親子の話し合い， ：親自身の感情表出， ：子ど

もが過ごす状況・場面の親の選択， ：親の理想の伝

達， ：親の感情の被教育経験。 ハイパーパラメ

ータγ の結果を採用した。線の太さと濃さは他

の変数を全て統制した偏相関の強さを示す。偏相関は全

て正の値をとった。

付 記

本研究は公益財団法人前川財団の平成 年度

家庭・地域社会教育助成を受けた。
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自分づくりをもって若者が“心の闇の原型”を
乗り越えることの意義

―シュプランガーの了解に則り，ある女子の場合をとりあげて探求―

宮野祥雄

キーワード：“心の闇の原型”の乗り越え，“自分づくり”の意義，シュプランガーの了解

問 題

若者の「心の闇の原型」についての研究をすすめてき

た。苦境・逆境を乗り越える過程や意義などの「レジリ

エンス」研究は行われてきているが，「自分づくり」を

もって若者が心の闇の原型を乗り越えることの意義に

焦点を絞り，シュプランガーの了解に則って行った研究

は皆無である。前述した焦点，了解のもとに，ある女子

をとりあげ，自分づくりをもって心の闇の原型を乗り越

えることの意義の探求にあたる。

方 法

シュプランガーの了解に則り，発達，社会の影響，心

の内面を，「問題」の項において述べてきた探求の視点

に据えた。若者の事例としてある女子の場合をとりあげ

て，本女子が自らの中学校期・高校期などを振り返り，

記述した本了解の根幹にあたる事柄と，本女子の成長過

程についての私の知見をもとに，「問題」の項において

述べてきた課題の探求にあたる。本女子は平成元年生ま

れである。令和元年 月 日に本研究に着手した。

本論文の草稿段階から本女子に目を通してもらい，本

総会発表について本女子及びその家族の承認を得た。

了解的探求

「問題」や「方法」の項で述べてきた事柄にもとづい

て本女子の中学校期における学業成績・友人関係・部活，

志望した大学の不合格，恋愛の破局を取りあげ，本女子

の，心の闇の原型を乗り越える過程の追求にあたった。

中学校期における心の闇の原型

本女子の記述「…私は，常に成績が良くなくてはいけ

ない…という意識が強く，成績が悪くなるとすごく自分

に嫌気がさした。」からは，成績をめぐる本女子の心の

闇の原型が推察される。他にも本女子の記述には，「中

学に入り，みんな所謂「いいこ」だった小学校から…変

化した。…ここに染まってしまってはダメだ…勉強を頑

張るように心がけた。」や「…部で…。昨日まで仲良か

った子に，翌日無視…仲間はずれに…。…順番にターゲ

ットを決め巡っていく…。…練習もとてもハード…辞め

ることを決意。」，「…自分の家族のことでからかわれて

嫌だった…」などがあり，本女子は中学に入り，小学校

期には親しかった友達や入部した部活を消極的・否定的

に受け止め，友達から離れ，退部している。これらの事

柄からも，本女子の心の闇の原型が推察される。

以上において述べてきた本女子の記述に，この女子の

記述「…部活を辞めると同時に，付き合う友達が変わっ

た。勉強ができ，…良いメンバーと付き合うようになる。

…。…勉強への意識も高まり，頑張ることが恥ずかしい

ことではない！…」を加え，これらの事柄から，本女子

が心の闇の原型を抱えつつ，正面から学業に取り組む友

達を尊び，このメンバーに接近し，勉強を頑張ろうとし

てきた，ということを読み取った。また，本女子の記述

「…ここに染まってしまってはダメだと…勉強を頑張

るように心がけた。…英語の本を読むようになった。…

他の文化に興味をもつきっかけ…は美術の授業だ。…

の美術番組を見ながら…の授業は私の興味を引いた。

自分が知らない国の人…違う時代，違う土地で…彼ら…

にはどのように世界が見え，どんな…作品を残してきた

のか…。この興味心は今に至るまで，私の核となってい

る…」から，当時の心の闇の原型を抱える本女子が英語

の勉強や美術の授業で持つようになった海外文化への

興味・関心の，後の本女子による国際学部進学，大学院

（文化交流学研究科）留学への繋がりを読み取った。

本女子の記述に「…部活のメンバーを見返してやるく

らいの気持ちで…部のメンバーを抜きマラソンでは全

校で 位になった。…」とある如く，前述してきた，中

学校期における心の闇の原型を乗り越えようとする本

女子の気概・意気が奏効してか，本女子はマラソン大会

の女子の部で 位に， 年次に 位になり，進学校への

推薦入学をも果し，高校 年次の英語の学力テストで

位になった。高校期についての本女子の記述には，「…

ダンス部…体育祭の応援団にも参加した。…青春をおお

いに楽しむことができたし，頑張ることの素敵さを改め

て感じた高校生活だった。」，｢…私の人格はポジティブ，

好奇心旺盛，努力家へと形成されていった。」とある。

以上の事柄から，本女子が自分づくりをもって中学校

期の心の闇の原型を乗り越えるに至ったということと，

この乗り越えの意義を理解，把握した。

志望大学の不合格 恋愛の破局における心の闇の原型

本女子は志望学部に入学できたが，志望する大学には

不合格となった。この時の心境を，「…志望大学には落

ちたけど…絶対にそれで良かったって思えるほどの経

験をしてやる…」と記述。本心境から，中学校期におけ

る心の闇の原型を乗り越えてきた体験の生きる意気と，

志望大学不合格における心の闇の原型を読み取った。

本女子は，自立を目指し，アルバイトをしつつ，入学

した大学での学業に取り組み，学位式の学部代表に選出

された。来日している青年から留学情報を得て留学への

気持ちが固まり，本女子は，この青年に恋をした。大学

を卒業，某国に渡り，某語学校就学を続けているときに，

前述してきた恋愛が破局を迎えた。が，本女子は，アル

バイトをしつつ，某語学校就学を続け，大学院に入学，

本大学院を修了，某国の出版社に就職し，現在に至る。

本女子の志望大学の不合格と恋愛破局における心の

闇の原型の乗り越えに言及する。前者については本女子

の大学以降の学業の成果と自立的学業生活をもって，後

者については恋愛の破局以降の学業生活，学業の成果及

び自立をもって，本女子の自分づくりによる心の闇の原

型の乗り越えと，この乗り越えの意義を理解，把握した。

以上の事柄からは，自分づくりをもって重ねてきた，

心の闇の原型の乗り越えが本女子の人格に統合され，現

在も生きている，と言えよう。
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